
「国頭小学校の国頭ヤッコ・仲里節伝承活動の取組」 

 

１ 学校名  
和泊町立国頭小学校 

 
２ 学年・人数   

全学年75人 

 
３ 日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所  

令和４年６月～令和５年２月 総合的な学習の時間・創意の時間  

（本校教室棟１・２階オープンスペース，体育館，運動場）  

令和４年９月10日（土）運動会リハーサル（本校運動場）  

令和５年２月９日（木）発表会リハーサル（あかね文化ホール）  

⑵ 発表の日時・場所   

令和４年10月２日（日）秋季大運動会（本校運動場）  

令和５年２月12日（日）子ども芸能発表会（あかね文化ホール）  

 
４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能について  

⑴ 名称   

国頭ヤッコ（くにがみやっこ），仲里節（なかざとぶし）  

⑵ 由来（平成20年発行「国頭芸能のあゆみ」より一部抜粋）  

国頭ヤッコは，今から400年前に琉球から渡ってきたものと思われる。と
ても踊り好きの人が沖縄に渡って習い覚えた四つの踊りがユーモアたっぷ
りでひょうきんだったので，これらを組み合わせてヤッコと名付けた。  

   仲里節は，「琉歌百控」に久米島仲里間切に起こった歌とあるが，伊平屋

島の仲里説，仲島とする説もある。日頃，琉球の民謡と踊りを見て稽古に意
欲を燃やしていた人が，琉球の人々の中に入って踊られた中の一曲である。 

⑶ 構成等  

    国頭ヤッコは，２組に分かれて舞台の左右から登場し，前後に列で踊り，
それぞれ出てきた方向と反対側に引っ込む。これを４つの踊りごとに繰り
返す。踊る人数は特に限定されず，ステージの広さによって調整する。頭に
鉢巻，紋付袴を伊達巻で着衣し，白布でたすきをかける。足は白黒の脚絆で
巻き，黒い足袋をはく。仲里節は，女性４人１組で四ッ竹を両手に持って踊

る。踊りは４番まであり，一曲ごとに隊形を変えて踊るのが特徴的である。  

 

５ 保存会や地域との連携の具体 
郷土芸能である「ヤッコ」「仲里節」は昭和45年から郷土教育の一環として

学校教育の中に取り入れられたことに始まり，連綿と続いているものである。

踊りは，国頭芸能振興会の皆さんが指導してくださる。練習は，学校の総合的
な学習の時間（３～６年）や創意の時間に位置付け，年間を通じて計画的に行
っている。夏休みの後半，ラジオ体操後にも実施している。  
大運動会では，男子全員で「ヤッコ」を踊り，女子全員で「仲里節」を踊る。

その際，保護者や地域の方も踊りに加わり，大いに盛り上がる。地域行事の敬
老会でも，４～６年児童が毎年この踊りを披露し，地域の高齢者の方々にも喜
んでいただいている。 

 



６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

郷土芸能の伝承活動の時間を確保するために，踊りの練習時間を学校の教育

課程に位置付けた。また，大運動会前は，保護者と合同のリハーサルの時間を

設定し，大運動会当日の発表がスムーズに進むようにしている。  

さらに，３・４年生の総合的な学習の時間で「三味線」を学ぶ等，沖永良部

や国頭に伝わる郷土芸能の保存・伝承に努めている。  

 

７ 取組の様子 

   

 

 

 

 

 

【仲里節の発表】   【大運動会でのヤッコ踊り】     【三味線の伴奏によるヤッコ踊り】  

 

８ 参加児童・保護者・保存会・教員等の感想・意見  

【参加児童】  

運動会や芸能発表会に向けてヤッコの練習をしてきました。「手をまっすぐ

のばす」，「腰をしっかり落とす」など，指導者の方に教えてもらったことを意

識しながら踊るのは難しかったですが，練習を続けるうちに，少しずつ上手に

なっていきました。  

大勢の人の前で踊りを見せるのは緊張しましたが，踊り終えたときは，もの

すごく気持ちがよかったです。ヤッコ，仲里節がこれからもずっと残っていく

といいなあと思いました。  

【芸能振興会（保存会）】  

国頭が平成４年に「むらづくり日本一」になったのは，「多くの審査項目の  

中で，豊かな芸能文化があり，それらが次代を担う子供たちに継承されている

からである」と審査員が評していた。運動会で大人と一体となった全男子児童

の「ヤッコ」，全女子児童の「仲里節」の踊りは，見る人に大きな感動を与えて

いる。  

【教員】  

地域の方々の伝統芸能継承への思いと御尽力の大きさを感じます。また敬老

会やお祝いの席などで，踊り興じる姿からも，この地域に，なくてはならない

文化であると実感させられます。  

本校児童が地域の伝統芸能を学び，次の世代へと伝えていく役割を担うこと

ができるのは，大変素晴らしいことだと思います。  


